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審査委員長講評

はじめに
　「大田区中小企業 新製品・新技術コンクール」は平成元
年に創設され、今年度で第34回を迎えることができまし
た。この間、表彰させていただいた新製品・新技術は296
件に上り、いずれも時代の一歩先を行く、大田区企業の技
術力・開発力の高さを国内外に示すものとなっています。
　今年度は、長期化するコロナ禍に加え、原材料価格の高
騰や、急速に進んだ円安など、厳しい状況の中でも昨今の
社会情勢や世界のトレンドを的確に捉え、社会課題の解決
を目指す多様な新製品・新技術が数多く見られました。各
企業が持つ、強みとなる技術を活かして、幅広い分野で製
品・技術開発に積極的に取り組んでいる大田区企業の皆様
に、改めて敬意を表します。今回の傾向としましては、ス
タートアップ企業からの応募が増えております。また、定
評のある加工技術に加え、付加価値の高い新産業分野への
進出に向けた製品や技術も数多く入賞されております。今
回入賞された本9件の新製品・新技術について、今後、幅
広く発信・周知してまいります。
　新産業創造・発信拠点である「羽田イノベーションシテ
ィ」内の交流空間「PiO PARK（ピオパーク）」が本格稼
働し、１周年を迎えました。羽田空港近接の立地を活かし、
オープンイノベーションや産業交流を推進する、特色のあ

るイベントを数多く開催しております。大田区はもちろ
ん、国内外の多くの皆様にお越しいただいており、最近注
目を浴びております。今秋の羽田イノベーションシティグ
ランドオープンを機に、先端産業分野の企業や団体と、区
内企業とのイノベーション創出を目指すとともに、引き続
き交流を促進してまいります。
　結びに、卯年にあやかり、大田区企業の皆様が新たな分
野やイノベーション創出といった新しい世界へ未来へと、
大きく飛躍していかれますよう、区及び協会は、今後も精
一杯サポートしてまいります。
　あわせて、審査委員長をお務めいただきました東京工業
大学の佐藤副学長並びに各審査委員の皆様、ご後援・ご協
力をいただきました各企業・団体の皆様のご健勝と更なる
ご活躍をご祈念申し上げます。

　令和５年２月

　第34回の大田区中小企業新製品・新技術コンクールに
は15件の力作を応募いただきました。2年半以上に及ぶコ
ロナ禍、ウクライナ情勢や急激な円安などを背景とした物
価高などで人々の意欲、前向きさがやや減退しているため
か、例年より少ない応募数でしたが、内容はバラエティに
富んでおり、これまで同様の難しい審査を経て、ようやく
ここに9件の受賞製品・技術を決定することができまし
た。まずはこれらの賞を受賞された皆様に審査委員会を代
表して心よりお慶びを申し上げます。
　ここ数年、繰り返し述べていますが、本コンクールに応
募される製品や技術が社会目線・ユーザー目線で開発され
る傾向がますます強まっています。私自身、このコンクー
ルに四半世紀近く関わらせていただいていますが、大田区
の企業の皆様の志向、技術の「使い方」が、ユーザーの困
りごとを解決する方向に変化してきたことをひしひしと感
じています。ユーザーの要望は幅広く、それに応える方法
やアイディアも多様なので、審査委員会としてはこうした
製品・技術の背景や狙いを含めて、それぞれの「光った点」
を中心に評価させていただきました。今回受賞された製
品・技術の着目点は、各賞の選考理由をご覧いただければ
と存じますが、大田区の企業の皆様が、ユーザーや消費者
の声を聞き、より適切に要望に応えるよう、それぞれお持
ちの技術・アイディアに自信を深めていっていただけれ
ば、審査に携わったものとして大変喜ばしく思います。

　もう一点、最近の特色として、いわゆるスタートアップ
企業の応募が増えていることを感じます。このような中、
今回は、装着感と精度を両立させたイヤホン型の脳波計に
特別賞として「おおたスタートアップ応援賞」を差し上げ
ることに致しました。大手企業からのスピンオフ技術によ
るスタートアップですが、こうした新しい製品・企業が大
田区の一つの特色となってほしいとの願いがこの特別賞の
趣旨です。
　まもなく、コロナ禍が終息し、政治・経済情勢も落ち着
いて、平穏な生活を送ることができる日が訪れるでしょ
う。その時、人々の嗜好や要望はさらに速いスピードで変
化していくだろうと思います。こうした変化に対応するた
めには、社会の希望・期待を的確に掴み取り、それぞれの
強みを活かして工夫を重ねていく必要があります。大田区
の企業の皆様が、引き続き魅力的な製品・技術を開発し、
社会に発信し続けていただけるよう期待いたします。
　最後になりましたが、受賞された方々に改めてお祝いを
申し上げます。また、残念ながら受賞されなかった方々の
着想、創意工夫と努力に敬意を表します。

審査委員長
東京工業大学 総括理事・副学長　佐藤　勲

大田区長
（公財）大田区産業振興協会

理 事 長   川野 正博



 事業趣旨
　大田区中小企業が開発した優れた新製品や新技術を表彰することによって、区内中小企業の技術力・開
発力を広くアピールし、大田区産業の振興を図る。

 対象製品・技術
　概ね５年以内に開発された新製品・新技術で、以下の項目すべてに該当するもの。
・中小企業又は中小企業グループが自ら、あるいは大学・公的機関との共同開発により開発したもの
・取引実績がある、又は実用に供されているもの
・大田区産業の技術力、開発力の向上に貢献すると思われるもの
 〈補足〉
　前述の項目に加え、以下の場合も対象となります。
・ 試作品であっても技術的に完成しており、将来的に市場の開拓が期待できるもの
・ これまで本コンクールに応募したものであるが、製品・技術の改良により、品質・性能等が著しく向上した
もの

 各賞説明
　審査において「最優秀賞」、「優秀賞」、「奨励賞」を決定し、奨励賞の中から趣旨・目的に合致するものに
ついては次の各賞を授与する。

 副 賞
◎ 最優秀賞… …………………… 30万円
◎ 優秀賞… ……………………… 10万円
◎ 奨励賞（その他各賞）… ………   5万円

 受賞特典
（１）お好きな展示会への出展助成

　令和5年4月～令和6年3月までに開催されるお好きな展示会（1つのみ）へ、最大
60万円を上限として、出展助成を行います。受賞企業の出展予定展示会については
協会ホームページからご確認いただけます。

（２）各種メディアでの広報等
　受賞企業や製品・技術等について、大田区産業振興協会広報誌や一般の各種メディアにて広報等
を行います。また公的機関等が実施する表彰や助成金等、各種事業に対する推薦・申請を支援します。

（３）「Meet New Solution in OTA」（旧おおた工業フェア）での周知
　今年度は大展示ホールの改修工事のため、大田区産業プラザ(PiO)での開催及び無料出展は見送
ることといたしました。なお、「おおた工業フェア」は「Meet New Solution in OTA」に名称を変更し、「社
会的課題の解決」をキーワードに、より未来志向な取り組みを推進する展示会を開催します。今年度は、
東京ビッグサイト 東ホールにて、ENEX2023のフェアインフェアとして開催され、入賞製品・技術をPR
いたします。

大田区中小企業 新製品･新技術コンクール

  概要

おおた福祉･医療賞 福祉・介護・医療分野において大田区中小企業が保有する基盤技術を活用し、
新規性・市場性が認められるもの

おおた秀逸技能賞 大田区中小企業らしい職人の技を活用しており、新規性・市場性が認められる
もの

おおたＥＣＯ推進賞 大田区中小企業らしい環境への配慮がなされ、自然環境保護を推し進めるもので
あり、新規性・市場性が認められるもの

おおたネットワーク賞 ２社以上の大田区中小企業が連携することで、初めて生まれた複合技術であり、
新規性・市場性が認められるもの

特 別 賞
（おおたスタートアップ応援賞）

上記のほかに審査会において、総合評価とは別に特に表彰に値すると判断した
場合において、「特別賞」１件を選定することができる 旧おおた工業フェア
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動物園の大型飼育動物の福祉を向上させる、
クリーンエネルギーを利用した屋外自動給餌装置

大型飼育動物の福祉を向上し、脱炭素社会の
実現に貢献する屋外自動給餌装置概 要

　動物園内で飼育されている大型動物に給餌を通じて生活の変化
を与えることで、動物の福祉を向上させます。
　製品は大型動物のアタックやいたずらに対応する構造となって
おり、１日での施工が可能です。
　飼育をされる方と大型動物が放飼場内の同じ空間で過ごす時間
を減少させますので作業の安全性の向上、給餌作業の削減が可能
です。
　すべての動作は太陽光のエネルギーにより賄われますので、ク
リーンエネルギー活用の観点から脱炭素社会の実現に貢献いたし
ます。

1日10回、1回あたり最大50㎏の餌に対応特 徴

　風雨の対策はもちろん、大型動物のアタックに耐える構造です。
一方で繊細でありながら重量のある給餌をわずかな太陽光のエネ
ルギーで動作させ続けることを実現しました。動物園施設を開
発・設計・製造・施工している弊社が長年培ってきたノウハウ

（景観性、安全性、複合材の組立、扉、防風・防雨など）と、ソ
ーラー発電を組み込み安定使用可能な製品製作のノウハウを生か
しました。来園者など人目につきますので、景観に溶け込む円柱
のデザインとし、また、飼育動物が触れても安全な製品です。

動物園の放飼場用 途

　大型動物の放飼場に配置し、自動給餌の電力をすべて独立電源
でまかない、さらに大型動物の攻撃・破壊に耐えうる自動給餌装
置です。
　電源を配線する必要がないため、配線系統の動物危害の心配が
なく、大きな工事も必要としません。また、設置場所の変更にも
対応できます。
　放飼場内に複数設置することで給餌の多様性をさらにもたらし、
飼育動物の福祉向上に役立ちます。１日複数回にわたる給餌の作
業を１回で済ますことができますので、作業の省力化に貢献します。

折り工学を用いた
新しい形状創出システムの実現概 要

　弊社が開発した「ORIFACE」とは、数ある折りパターンの中か
ら要求に合うサーフェス形状を探索するシステムです。紙を折っ
たときに生まれる幾何学的パターンを、モノの表面構造（サーフ
ェス）に応用することで、既存の製品に対して折り畳み性や衝撃
吸収性、吸音性など様々な機能を付与することが可能となります。
紙だけでなく、樹脂や金属など多様な材料を対象としています。
　弊社では、このサーフェス形状探索システム「ORIFACE」を
用いて、製品の表面構
造を計算し、工学的な
用途へ応用することで、
製品課題の解決や新事
業創出を行っています。

折り工学のノウハウを生かした最適化技術特 徴

　ORIFACEの特徴は、折り特有の機能と製造技術を考慮したサ
ーフェス形状の高速な最適化です。
　探索範囲が広く計算コストが高いという既存手法の課題に対し
て、探索形状を折りに限定することで高速な最適化、さらに衝撃
吸収性や剛性の向上などの折りならではの機能を生かした製品創
出を可能にしました。
　また、最適化で生まれる特殊な形状は製造が難しいものが多い
ですが、折り工学により平面から形状構築を可能にすることで、複
雑な立体形状であっても製造が容易になるという利点もあります。

金属加工への応用と製造業のDX化用 途

　金属折板屋根市場への導入を考えており、金属折板屋根に 
「ORIFACE」で探索した折り加工を施すことで、従来よりも材料
を10%以上削減することに成功しました。このように材料削減し
た折板屋根を製造可能にすることは、環境負荷軽減への貢献が期
待できます。
　また折板屋根以外にも、「ORIFACE」をクラウドサービス化す
ることで、設計支援ソフトや2D図面から3Dモデルへ変換するソ
フトなど、様々な業界へのDX化を推進することも可能であり、
製造業界において本システムは非常に大きな市場価値を持つと考
えています。

サーフェス形状探索システム
「ORIFACE」
株式会社OUTSENSE

「折り工学」を用いて、機能と製造を考慮した
サーフェス形状最適化を実現

最優秀賞 優秀賞

この製品は、象など、動物園等の屋外で飼育されている大
型動物への給餌を自動化するもので、景観への配慮のみ

ならず、管理された給餌タイミングで動物にストレスを与えないように工
夫されている点を特徴としています。給餌を自動化することで飼育員の
方々を重労働から開放し、不幸な事故を無くすことにも寄与することに
加えて、太陽電池を搭載しており電源工事なしで設置できること、同社
の広範な製品開発力を背景に動物園の特色や動物の習性に合わせた
製品開発を目指している点が高く評価されて、最優秀賞に選ばれました。

講 評

社　名 テック大洋工業株式会社

住　所 〒144-0052  東京都大田区蒲田4-22-8

T E L 03-5703-1441

F A X 03-5703-1444

メール torigata-u@ttkk.co.jp

H　P https://www.ttkk.co.jp

業　種 製造業

事業内容

公園施設、都市環境施設、鋼構造物、道路・河川用情報盤、各種競
技場用照明鉄塔および照明ポール、照明施設、小型自然エネルギー
発電施設（風車、太陽電池等）の設計、開発、製造、施工（据付）、お
よびアフターサービス業務

Company Information

社　名 株式会社OUTSENSE

住　所 〒143-0013  東京都大田区大森南4-6-15テクノフロント森ケ崎406

T E L 03-6715-1672

F A X ー

メール info@outsense.jp

H　P https://outsense.jp/

業　種 製造業

事業内容

折り工学を用いた３つのサービスを推進しています。
・『ORIFACE』を用いた試作開発／製品開発を行う折り受託サービス
・学生を対象にした研究開発型教育サービス「ORIKUMI-kids」
・多種多様な立体形状の壁面を製造する「SORIORI」サービス

Company Information

この製品は、薄板の「折り」による構造体の強度や変形特
性等をもとに、所要の機能を発現させるために最適な折り

形状（サーフェス形状）を探索・提案するシステムです。こうした構造体
に求められる機能は様々ですが、例えばできるだけ少ない材料で曲げ
剛性を高めたい、特定の方向には容易に変形する構造体を作りたいな
ど、機能に合わせた折り形状をデータベースに基づいて提案してくれる
ことを特色としています。CAEの機能を飛躍的に高める可能性を秘めて
いることが評価されて、優秀賞に選ばれました。

講 評

独立電源式大型動物の
自動給餌装置
テック大洋工業株式会社
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奨励賞

高速3DプリントによりモノづくりのPDCAサイクルを加速
多品種材料で用途に合わせたモノづくりに

従来機の最大10倍速を実現した
高速3Dプリンター概 要

　G-ZEROはモノづくりの様々なシーンで活用するために開発さ
れた高速3Dプリンターです。FFF/FDM方式3Dプリンターの最
大の課題の１つであった造形スピードを大きく引き上げることに
より、時間の制約に縛られずに試作や治具製作を行えます。一般
的な従来機種50mm/sと比較してG-ZEROは最大で500mm/sのス
ピードを持ち、例えば15cm大の物をプリントするのに、これま
では24時間かかっていたものが６時間で終わるようになります。
圧倒的な高速性で試作開発プロセスにおけるボトルネックを解消
し、PDCAサイクルを
加速。製品の市場投入
時期を前倒しするなど
明確なメリットを生み
ます。

「高速スピード×多品種材料」で
3Dプリンター用途を拡大特 徴

　「高速スピード×多品種材料」で、従来の3Dプリンターの用途
を大きく拡大し、試作や治具に限らず、最終製品や部品の少量生
産が見込めます。一般的に使用されるPLA、 ABSのフィラメント
だけでなく、PAやPPSなどのエンプラ～一部スーパーエンプラま
で造形可能で、優れた強度・耐熱性などを持つ樹脂を使用できます。
　国産3Dプリンターメーカーか
らの直サポートにより、利用用途
を開拓できます。性能、耐久性、
変動要因などの製造情報をメーカ
ーとして提供。品質を追求しつつ、
新しい価値を付与する研究や開発
にも力添え可能です。

試作、治具、少量生産などモノづくりのプロセス
に不可欠な技術に用 途

　試作開発段階では形状確認などのために3Dプリンターを使い
ます。しかし、プリント時間が長く、PDCAサイクルのボトルネ
ックになりがちです。G-ZEROは高速プリントにより、その日の
うちに造形物を確認することがで
き、モノづくりのサイクルを加速
します。さらに、G-ZEROの造形
スピードなら、試作で作ったもの
をそのまま最終製品としても活用
可能です。

優秀賞

この製品は、プラスチックの熱溶解積層法（Fused Filament …
Fabrication法）による3Dプリンターです。FFF式の3Dプリ

ンターはすでに多く市場に出ていますが、この製品は極めて高い造成速
度を最大の特徴としています。高い成形精度と造形速度を両立するた
め、溶融押出ヘッドの軽量化とそれを支えるフレームの高剛性化を徹底
して行い、駆動系を工夫することで従来製品の数倍の造形速度を実現
しています。この製品をきっかけに3Dプリンターが量産手法の一つにな
ることを期待して、本製品に優秀賞を差し上げることにいたしました。

講 評

社　名 株式会社グーテンベルク

住　所 〒144-0035  東京都大田区南蒲田2-19-4 kyokutou3F

T E L 03-6386-2549

F A X ー

メール info@gutenberg.co.jp

H　P https://gutenberg.co.jp/

業　種 製造業

事業内容
・3Dプリンターの開発・製造・販売
・設計製造コンサルティング
・新製品開発

Company Information

超高速FFF式3Dプリンター
G-ZERO
株式会社グーテンベルク

人手で数えていた出入の人数を自動化し
リアルタイムに表示概 要

　カメラカウンターシステムでは、設置したカメラからの映像を
コンピュータで処理をして画面上で指定した出入口を通過した人
数をカウントします。そのカウントした人数データを計算した結
果をサイネージにリアルタイムに表示します。
　いままでの方法では手動カウントによって、各出入り口で入っ
た数と出た数をそれぞれまとめ、両方を足した結果の人数を毎回
計算しないとリアルタイムな人数になりません。そのため受付な
どで他の対応をしながら行うか、別途専任の人が必要となります。
　上記の問題を解決するために、カメラカウンターシステムを複
数設置することで出入口各所のカウントを行えるほか、連携して
サイネージ表示可能となるため、その手間を軽減することが出来
ます。

他社では見られないシングルカメラ
（カメラ1方式）によるリーズナブルな設計特 徴

　カメラは市場販売品を使用可能とし、設置環境に合わせたコン
パクトな設計をしており、内部のパラメータ制御により細かな調
整が可能となっています。
　従来の移動体識別方法を活用し、独自のアルゴリズムを組み込
むことで、CPUパワーの小さい組み込み系CPU（RaspberryPi等）
などでも動作し、機材導入コストも抑えることが可能となってい
ます。
　これらの事よりコンパクトな設置が可能なことから、設置個所
の環境に馴染むような色合いや形状、顧客の望む取り付け方法を
実現できる様々な工夫をして提供可能となっています。

エリア内人数のデータ発信と蓄積、
リアルタイムでのサイネージ表示用 途

　入口と出口を持つ建物、エリアにて、内部人数の把握、１日の
入退場者の時間毎のデータ保存による、データ蓄積、カウント数
のリアルタイムにサイネージ表示することにより、人流データの
統計的な見える化、リアルタイムな人数表示
による安全、安心を伝える事が可能になりま
す。また、人の流れを意識した配置をするこ
とで、地域やエリアなどの過密傾向や事前予
測、日時による傾向を基に人の流れを制御で
きるように運用可能となります。また画像デ
ータは一切記録されず、数値での記録となる
ためプライバシーを守ることができます。
　イメージ顧客は、各企業、公的機関、飲食
店等、人流を意識している幅広い顧客を意識
しています。

屋内外対応 人流把握
カメラカウンターシステム
株式会社瀧口製作所

人の流れをカウント
密となる状況を予測し、安心•安全の見える化を実現

社　名 株式会社瀧口製作所

住　所 〒144-0052  東京都大田区蒲田1-23-20

T E L 090-3810-4824

F A X ー

メール keieikikakuinfo@takiguchi.co.jp

H　P http://www.takiguchi.co.jp

業　種 OEM製品の開発、設計、製造

事業内容

・OEM製品の開発、設計、製造
・�顧客様の叶えたい「コト」「モノ」の実現に向けた企画、提案、開発、
製造

・「攻め」のOEM

Company Information

本製品は、テーマパーク等で入場者を自動カウントするこ
とができるカメラシステムです。設置場所の制約や機能の

要望に応える製品を低廉な価格で実現するため、組み込みCPUなど汎
用のシステムを上手に組み合わせ、１台のカメラしか用いないにもかか
わらず、独自のアルゴリズムで十分な精度を有する製品としている点が
評価されました。ユーザーの声を聞きながら製品開発を行う姿勢を保ち
続け、大田区発の製品を一層社会に広げていっていただくことを期待
いたします。

講 評

カメラカウンターシステム設置例
［左上］	 国指定名勝旧古河庭園正門
［右上］	 特別名勝六義園正門
［左］	 江戸東京たてもの園出入口

PA6-CFでプリントした高強度部品

眼鏡のデザインモック、
３時間で複雑な形状も高精細にプリント可能
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おおたECO推進賞

廃PETボトルが新素材「ナノファイバー」へ。
廃PETボトルの新たなビジネスを創出します。

廃PETボトルを新素材「ナノファイバー」として
再生することを実現概 要

　ナノファイバーとは、繊維径がナノメートル（１nmは１mの
10億分の１）サイズの繊維です。そのため膨大な比表面積、多
孔性質、微細孔を有し、吸油・フィルター・遮音・断熱・保温等、
従来の素材にはない多機能・高機能な繊維です。多用途かつ革新
的な素材であるため市場規模が非常に大きいものの、既存の繊維
より製造が難しいため、希少価値が高いものとなっています。さ
らにナノファイバー化できる原料も限定されていました。
　この度当社は、パートナー企業の協力のもと、当社の「量産型
ナノファイバー溶融装置」にて実験や調整を重ね、廃PETボトル
を新素材「ナノファイバー」として再生することに成功しました。
　廃PETボトルがまさに宝の山になります。

特許取得済みの量産型ナノファイバー溶融装置
で高性能なナノファイバーを製造特 徴

　本来は特定のプラスチックでのみナノファイバー化が可能でし
たが、当社のナノファイバー溶融紡糸装置（日本・台湾・中国で
特許を取得済）にて実験・調整を重ね、再生PETペレット化され
た廃PETボトルをナノファイバー化することに成功しました。廃
PETボトルを原料としたナノファイバーは市場にありません。
　また、当社の装置で製造されたナノファイバーは非常に多用途
且つ高性能です。

　例えば、当社の装置で
製造されるナノファイバ
ー は、 自 重 の40倍 以 上
もの吸油性能を保持しま
す。そのほか吸音、保水
等においても高い性能値
を示します。

廃PETボトル削減と新たなビジネスの創出
吸油・フィルター・吸音・断熱・保温等
多分野への活用

用 途

　廃PETボトルは再商品化されリサイクル製品として生まれ変わ
っていますが、市場規模が非常に大きい「ナノファイバー」とし
てのリサイクルは実現されていませんでした。当社の量産型ナノ
ファイバー溶融装置により、従来のリサイクル繊維にはない高付
加価値のあるナノファイバーにすることで新たなビジネスとなり
ます。廃PETボトルの削減に貢献するだけでなく、廃PETボトル
の新たな活用法として、日本のみならず海外でも新たなビジネス
となります。

薄さ0.04mmの世界最薄の炭素繊維フィルム概 要

　木造建築物の大震災による崩壊は、極めて割れが生じやすい材
料である木材の接合部が破壊されることにより生じます。この木
材特有の破壊を割裂と言いい、地震など大きな力が加わった時に
生じる脆性的で極めて危険な破壊形態です。
「AIフィルム」は一方向炭素繊維材料で、木材の致命的欠点で
ある割裂を回避することが出来ます。厚さ僅か0.04mmのフィル
ム状で、木材繊維の直行方向に木材表面に貼り付ける事により、
割裂を引き起こす力に炭素繊維が抵抗することが特徴です。
　この技術を広く普及させることで、中大型規模の木造建築物を
安心して建築できるようになり、国産木材の有効活用とSDGsの
推進がはかれます。

木造建築物の問題点を根本的に解消特 徴

「木材自体の弱点を解消する」という、従来とは全く異なるアプ
ローチを採用しており、木造建築物の問題点を根本的に解消する
ことが出来ます。
　木材が割裂する根本原因は、木材繊維の異方性にあります。木
材繊維が配向されている長手方向に比べ、木材繊維と直行する円
周方向や半径方向は、強度が1/10程度まで低くなります。この問
題を解決するために、当社は炭素繊維を木材繊維と直行する方向
に貼り付ける事で、割裂を回避する技術を確立しました。北海道
大学木材工学研究室と共同で特許を取得し、当社が独占実施権を
持っています。

国産木材の有効活用とSDGsに貢献用 途

　近年、国産木材の有効活用とSDGsの観点から、中大型規模の
木造建築物が建築され始めました。そのため、最終破壊形態まで
配慮する必要が生じ、脆性破壊の主要因となる割裂が問題視され
ています。しかし今迄は、有効な対処法がありませんでした。
　本技術は、厚さ僅か0.04mmの炭素繊維フィルムを木材の表面
に貼り付けるだけで、木材の欠点である割裂が防げるので、その
コストパフォーマンスは絶大です。
　既に家具用途では実用化されています。片持ち構造でも天板は
200kgの耐荷重があり、金属とは異なり電磁波を透過するため、
非接触充電の機能もあります。

関西電子株式会社

木材の割裂を防止し
木造インフラの安全性向上に大きく貢献

同社のナノファイバー製造装置の材料として、廃PETボト
ルをペレット化した再生PETペレットを用いた技術です。同

社のナノファイバーについては既によく知られており、その材料として廃
PETボトル由来の樹脂を使用したことは製品のイメージ向上に効果的
で、市場性をさらに高めるであろう点が評価されました。廃プラスチック
のリサイクルは省資源・環境保全の観点で重要であることから、今後も
より広くこうした材料を利用できる技術の開発を期待いたします。

講 評

社　名 関西電子株式会社

住　所 〒143-0013  東京都大田区大森南4-6-15
テクノFRONT森ケ崎208•509

T E L 03-6423-2858

F A X 03-6423-2857

メール kondoh@kansaidenshi.co.jp

H　P https://www.kansaidenshi.co.jp/

業　種 製造業

事業内容

・�ナノファイバー溶融紡糸量産装置の製造・販売・アプリケーション
開発
・�直流高圧電源、静電気関連製品、精密機器測定器関連・放射線
関連製品の輸出入・製造・修理・校正

Company Information 社　名 デザインアンドイノベーション株式会社

住　所 〒145-0064  東京都大田区上池台5-24-14

T E L 090-8814-7339

F A X 03-3748-3468

メール akio.sakamoto@dandi-co.com

H　P https://www.dandi-co.com

業　種 炭素繊維強化プラスチック製造業

事業内容 ・薄さ0.04mmの炭素繊維一方向性シート材「AIフィルム」
・地震の揺れを検知する炭素繊維プレート「AIプレート」

Company Information

地震発生時のように強い外力が加わると、木造建築物で
は接合部分などに木材の繊維に沿って割れが発生するこ

とがあります。本製品は、こうした木材の異方性による破断を抑制する
ため、木材に巻きつける炭素繊維を一方向に配置したシート状フィルム
です。環境保全の観点から木造の大型建造物が注目されている中、木
材そのものの強度・性能を向上させるというコンセプトは注目に値しま
す。大田区発の技術・製品としてアピールいただくことを期待して、「お
おたECO推進賞」を差し上げることに致しました。

講 評

奨励賞

薄さ0.04mmの
炭素繊維一方向性シート材

「AIフィルム」
デザインアンドイノベーション株式会社

廃PETボトルの新たな活用法
「ボトリウム•ナノファイバー」
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おおたネットワーク賞

切削部へ直接ジェットミストで給油と冷却
切粉を内部から吹き飛ばす強力噴射！

汎用機械で内部給油工具の使用が可能になり、
工具の長寿命化と安定化を実現概 要

　本製品は汎用工作機械での加工で、ダイレクトに切削部へ【給
油】と【冷却】ができる製品です。当社ではこれまで内径工具用
ホルダーの製造を10年以上継続し顧客から高い評価を受けてお
りました。ユーザーへのヒアリングで深い内径加工はトラブルが
多いという課題がありました。切削加工では被加工物を工具が接
触し削ることで摩耗し熱が発生します。この摩耗により刃物の劣
化や損傷が生じます。また切削による切粉をうまく排出できない
と、内部で詰まり切削不良や工具の損傷などのトラブルが生じま
す。直接加工部へ給油と冷却をすることで刃物を長寿命化し、安
定して高精度に加工できます。

エアーコンプレッサーの圧力を活用特 徴

①�工場に設置されているエアーコンプレッサーを利用できます。
タンクからでているホースを配管されている継手につなぐだけ
で使用できます。

②�バルブ開閉で噴射量や油量の調節を行うことができます。
③�バルブ開閉だけで、エアーのみの噴射への切り替えもできます。

樹脂加工などの乾式切削においてエアーで切粉を排出したい場
合に利用できます。

④�切削加工で切粉がつまると「排出させるために工具を戻す」と
いう作業が必要ですが、加工部へ直接ジェットミストを噴射・
冷却することによりで高効率に加工することができます。

深穴内径や難削材など高難易度加工で
切削トラブルを防止用 途

　試作や開発段階で職人技術が求められる少量多品種の機械加工
は根強く求められています。特に単品で難易度の高い加工では、
深い内径溝加工など目で直接見にくい部分の加工があります。さ
らに難削材を高精度に仕上げる場合に、切粉の排出や刃物の摩耗
などの切削トラブルが課題になります。クールミスターは切削加
工部の発熱を抑え、切削加工部から切粉を噴射し除去することで
安定した加工をすることができます。既存の内部給油工具を汎用
工作機で活用でき、様々な産業での試作開発で新たな高付加価値
加工につながります。

既存設備を変更せず、
電波時計の時刻を合わせることが可能概 要

　電波時計は、標準電波を受信することで、正確な時刻を表示す
る時計ですが、建物内は遮蔽されている為、標準電波が届かず、
時刻が合わないケースが多いです。
　本製品は、電波時計に標準電波を送信し、電波時計の時刻ズレ
を解消する装置です。親機と子機の構成となっています。（親機
１台に対し、子機は最大10台）親機と子機は定期的に通信を行い、
親機に表示している時刻を子機に伝え、子機が電波時計に標準電
波を出力して、時計の時刻を合わせる仕組みになっています。
　子機は壁掛け式時計の裏に設置する形状となっており、電波時
計の設置場所を変えずに使用することができます。親機は事務作
業をするデスクなどに設置して使用します。

設置に煩わしい工事やIPアドレス管理、
セキュリティ対策がいりません特 徴

　本製品は独立したネットワークとなっており、インターネット
（Wi-Fi等）やGPS、標準電波の受信を必要としません。そのため、
配線工事やレイアウト変更、IPアドレスの割り当て、セキュリテ
ィ対策といった設置時に煩わしい作業なしで使用できます。
　親子間の通信は比較的外乱（障害物への耐性有）に強く、長距
離通信が可能な無線通信方式（LoRa）を採用しており、入り組
んだ屋内でも通信可能です。親機は商用電源の周波数を利用して、
時刻を補正する機能が搭載されており、長期的に安定した時刻を
表示します。

ビルや工場に多数設置された時計の時刻合わせ
皆が見る場所の時計に用 途

　ビルや工場など広いエリアでは、目視しやすいよう電波時計を
多数設置します。ビルや工場では電波が届きにくいことや、点在
した多数の時計に対応するのは困難であるため、本製品が適して
います。

　工場等で労務管理を行う場合、人が作業するフロアに労務管理
用の時計を設置し、この時計を元に時間を記録する為、時刻の正
確さが求められます。特に食品工場では、異物混入を防止する観
点から、腕時計を持ち込めないため、正確な時刻を示す壁掛け時
計が必要になります。
　本製品を用いることで、電波時計の時刻を合わせることが出来
ます。

電波時計レピータ
NAR-40P/NAR-40C

有限会社大野精機 日本電波株式会社

時計の時刻が合わず困っている方へ
工場・事務所向け時刻合わせ装置

おおた秀逸技能賞

この製品は、汎用旋盤での中ぐり加工等でツール刃先先
端にクーラントを供給するための装置です。大型NC加工

機ではこうした装置が組み込まれていることが多いですが、これと同等
の機能を汎用旋盤向けに実現している点、圧縮空気のみで駆動できる
ようにしている点などの工夫を特徴としています。これに加えて、同社の
高剛性バイトホルダーのユーザーが必要とする機能を実現するために
開発していることが、大田区を始めとする加工業企業の技術力・加工
力向上に波及するであろうことを評価して、「おおた秀逸技能賞」を差
し上げることに致しました。

講 評

社　名 有限会社大野精機

住　所 〒143-0015  東京都大田区大森西7-5-35

T E L 03-3761-5092

F A X 03-3768-4820

メール ohnosk1958@ohnoseiki.com

H　P https://ohnoseiki.com

業　種 金属製品製造業

事業内容
①内径工具専用ホルダー「ゴリラホルダー」製造・販売
②旋盤・フライス用六角生爪「カメチャック」製造・販売
③部品加工：NC旋盤・ワイヤー放電カット・マシニング

Company Information

社　名 日本電波株式会社

住　所 〒146-0095  東京都大田区多摩川2-15-12

T E L 03-3750-2221（代表）

F A X ー

メール sales@nippa.co.jp

H　P https://www.nippa.co.jp/

業　種 製造業（電子応用機器）

事業内容

一般産業用機器の開発・設計・製造・販売
①工業用刺繍ミシン制御機器	 ②工業用計測・検査機器
③情報通信・セキュリティ機器	 ④静電塗装制御装置
⑤産業用コンピュータ	 ⑥各種ロッカー管理装置
⑦身障者用運転補助装置	 ⑧その他電子応用機器全般

Company Information

電波時計は時刻合わせなしに正確な時を刻んでくれるも
のとして便利ですが、建物内だと標準電波をうまく受信で

きないことが往々にしてあります。この製品は、商用電源周波数を基準と
して時刻を管理する親機と、電波時計に標準電波に相当する電波を送
る子機とを、建物内でも通信しやすい特定小電力無線で結んだシステ
ムで、建物内に複数設置された電波時計を同期するものです。電池駆
動可能な子機を電波時計の背面にセットできるようにした工夫などに加
え、部品調達や組み立て、販売等を大田区の企業のネットワークで実現
している点が「おおたネットワーク賞」に相応しい製品であると評価され
ました。

講 評

クーラント噴射装置
「クールミスター」

子機設置 時計設置（側面） 時計設置（正面）

11 12

第
34
回
大
田
区
中
小
企
業
新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
製
品
技
術
紹
介

お
お
た
秀
逸
技
能
賞
／
お
お
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
賞



イヤホンで脳情報にアクセスすることで、
自分自身を深く理解し

ウェルビーイングな社会を作ることに大きく貢献

耳から脳情報にアクセスし
日常における脳情報活用を実現概 要

　本技術は、耳から脳情報へアクセスすることで、日常における
人間の内面の理解を一歩すすめる新しい技術です。耳の外耳道

（耳の穴）に装着した導電ゴム製イヤーピースで、耳付近の大脳
の活動を脳波（生体電位）の変化としてとらえ、イヤホン筐体内
部に構成した電子処理基板上の脳波チップにより増幅/デジタル
変換を行い、独自アルゴリズムを介すことで人間の内面状態を把
握します。
　当社は本技術の活用により、日常的にリラックス状態や集中状
態などを把握し行動変容を促す脳情報活用基盤を構築、提供して
いきます。今後リラグゼーションサービスの効果可視化のご支援
や、企業様の脳情報活用のご支援を実施し事業を拡大していきます。

イヤホンにしか見えない自然さで、
圧倒的に小型軽量な脳波計測デバイス特 徴

　本技術の特徴は耳部のみで構成された電極を保有することで、
自然な見た目で圧倒的に小型化及び軽量化を実現した点です。こ
れまでの脳情報計測では、頭部に電極を配置するなどの大掛かり
な装置が必要でしたが、本技術ではイヤホンのイヤーピース部を
電極とすることで、小型かつイヤホンにしか見えない状態で脳波
取得が可能となり、脳情報活用の障壁となっていた手間や見た目
の悪さなどを大きく改善しました。今後活用用途が劇的に広まっ
ていくことが期待されます。

多様なウェルビーイングサービスに向けて
用途展開用 途

　リラクゼーション分野におけるリラックス効果の可視化に応用
していきます。例えば、アロママッサージやヒーリング音楽など
の癒し効果を測定し、施術の改善や自分に合った音楽の探索が可
能となります。第一弾として当社運営のリラグゼーションサロン
を開業し、施術体験のレポーティングを行うサービスを開始しま
した。
　また、企業様における従業員の活動状態や集中状態の可視化か
ら、生産性向上やエンゲージメント向上につながるソリューショ
ン開発も開始しました。
　今後は、自分の内面を脳情報から深くしることで新しい行動変
容につながる真のウェルビーイングサービスの構築を目指します。

株式会社CyberneX

おおたスタートアップ応援賞

今回は特別賞として「おおたスタートアップ応援賞」をイヤ
ホン型脳波計測デバイスに差し上げることにいたしました。

この製品は、従来、帽子状のセンサーを頭に装着することで計測してい
た脳波をイヤホン型のセンサーで耳穴から計測するようにしたもので、
通常の生活環境下で特別な意識なしに脳波を介して人々の心身の健
康・ウエルネスに寄与しようとするものです。大手企業の技術を背景と
したスタートアップとして、当面はリラクゼーション分野への展開を狙っ
ておられますが、さらに応用展開を工夫され大田区発の新規ビジネスと
して広く社会にアピールいただくことを期待いたします。

講 評

社　名 株式会社CyberneX

住　所 〒144-0052  東京都大田区蒲田5-26-8 アーデル蒲田1107号

T E L 080-5014-3213

F A X ー

メール info@cybernex.co.jp

H　P https://www.cybernex.co.jp/

業　種 情報提供サービス業

事業内容

①パートナー企業サポート事業
　（生体データソリューションに向けた研究開発支援）
　①-1  実験、PoCのサポート、評価キットレンタル
　①-2  効果測定、可視化のサポート
　①-3  ソリューションの共同開発
②ライセンス事業
　（プラットフォームをライセンスしお客様の事業をサポート）
③データ活用事業
　（取得データのご提供、活用支援）

Company Information

イヤホン型 Brain Computer Interface技術
“Ear Brain Interface”
の開発

過 去 受 賞 企 業
最優秀賞 株式会社Piezo Sonic 搬送用AMR：Mighty-D3

月面探査ロボットの技術を応用し、屋外・屋内の非接触自動配送を実現

優秀賞 トキ・コーポレーション
株式会社

KINETIC LIGHT BLADE
集客力を高める光と実体によるダイナミックな演出

優秀賞 アクスモールディング
株式会社

ロボット式完全自動化Tダイ
モーターとヒートボルトユニットでフィルム厚調整の完全自動化

奨励賞 株式会社大橋製作所
植物工場省人化設備  移植機OH-Sn MKⅡ
植物工場省人化設備

「新開発Pinクランプ搭載移植機OH-Sn MKⅡ」Debut!

奨励賞 株式会社日特
耳掛け型ワイヤレスヘッドセット
WEB会議中の見えないイライラを、大きく見えるプラスマイクが解消。
マイク機能を強化した、耳掛け形ヘッドセット

おおた
アイデア賞 株式会社アシスト 飛沫防止プロンプター

透明アクリルパネルにハーフミラーを形成、アクリルがないかのような飛沫防止プロンプター

おおた
ネットワーク賞 株式会社エース 急斜面対応型 半自律走行草刈ロボット

新発想のワイヤ牽引式草刈機

おおた
ECO推進賞 株式会社三輝 詰め替えそのまま専用パック

ボトル不要で環境負荷問題と家庭の家事に大きく貢献

おおた
秀逸技能賞 JPN株式会社

健康ダンパー及び両絞り健康ダンパー
介護者・高齢者からアスリートの方 ま々で使用される
油圧式トレーニングマシンに装着される油圧ダンパーです

最優秀賞 BoCo株式会社
骨伝導技術を活用したヒアラブル聴覚機器
耳を塞がないことで安心・安全・快適なリスニングを実現した
世界初完全ワイヤレス骨伝導イヤホン

優秀賞 イービーエム株式会社
冠動脈バイパス手術における内視鏡下静脈グラフト採取術（EVH）訓練用シミュレータ
TAMAGOYAKI
ヒトの静脈の感触、癒着剥離間隔をリアルに再現した血管モデル

優秀賞 テック大洋工業
株式会社

独立電源式内照型ＬＥＤ掲示板 Tell Tell board
全国初となる高機能型掲示板

おおた
福祉・医療賞 株式会社Xenoma e-skin Sleep

睡眠を解析するスマートパジャマ

おおた
秀逸技能賞

株式会社
カットランドジャパン

刃先位置制御付ポータブル切断・開先加工機「スピニングカッター」
遠隔操作で加工が出来ることで、原子力発電所の作業者の被爆低減に大きく貢献

おおた
ECO推進賞 株式会社AI 改質ポリ乳酸PLAXのネイルチップ「ネイルコンタクト®」

世界最薄水準のPLA射出成形品製造に成功

おおた
地域貢献賞 株式会社城南村田 組み立て式 フェイスシールド

金型製造の町工場が独自開発したフェイスシールドで地域貢献

奨励賞 アイメックス株式会社 ウェアラブル2次元リングスキャナ WRS-200
指に装着可能な小型・軽量を実現した二次元スキャナ、快適な操作性でスキャン時間の短縮

奨励賞
トキ・コーポレーション

株式会社
共同受賞：岩成株式会社

「スマートカプラー」（遠隔操作可能な鉄道模型用連結器）
遠隔操作可能な鉄道模型用連結器

第
33
回

第
32
回

協会のHPより歴代の受賞企業を
確認することができます。
右記QRコードをご確認ください。

大田区中小企業新製品･新技術コンクール

1413

第
34
回
大
田
区
中
小
企
業
新
製
品
・
新
技
術
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
製
品
技
術
紹
介

お
お
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
応
援
賞
／
過
去
受
賞
企
業


